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凡     例 

１   この統計速報は、統計法に基づく港湾調査規則（昭和 26年運輸省令第 13号）により四日市
港と内外諸港との間に出入りした船舶および貨物について調査したものである。 

２   調査期間は、2017年（平成 29年）1月から 12月までである。 
３   船舶および貨物は、次の方法により調査したものである。 

(1)  入港船舶は、積載貨物の有無にかかわらず、総トン数 5トン以上のものについて調査した。 
(2) 海上出入貨物は、原則として「フレート・トン」による。すなわち、容積は、1.133 立方
メートル（40立方フィート）、重量は、1,000キログラムをもって 1トンとし、重量または
容積のいずれか大なる方をもって計算することを原則とした。 

     ただし、慣習上、上記原則によらない貨物は慣習によることとした。 
(3)  外国貿易（輸出・輸入）貨物は、四日市港から直接外国の港と取引のあった貨物で、国内
の 2地点間を輸送された貨物は内国貿易（移出・移入）貨物とした。 
※ 国内他港を経由して四日市港と外国港との間を輸出入されたコンテナ個数は、国内他港中継分（フ
ィーダー）として別計上した。 

４   貨物の品種分類は、「港湾統計に用いる品種分類」（平成 11年 12月 13日付運情統第 263号） 
による。 

５   「国・地域名」および「港名」は、年報表記名および港湾統計に用いるコード表の国名及び
港名等による。 

６  端数処理、参照先基礎データの差異のため、各項目の合計数値は、その内数の合計、または
他の類似する項目の合計数値と合わない場合がある。 

７  前年比の表記について、2017年に実績があり、2016年に実績がないものについては「全増」、
2016年に実績があり、2017年に実績がないものについては「全減」とした。 

８  速報値のため、今後数値に変更を生じる場合がある。 
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１ 2017年(平成 29年)四日市港の港勢 

 

 

  2017年 (1月～12月) の四日市港の港勢としては、外貿コンテナ個数が前年を上回り、過去最高となった。 

  一方、入港船舶及び海上出入貨物は、前年に比べて減少した。 

 

 ・外貿コンテナ個数は、前年に比べて、輸出入ともに増加した。 

 ・入港船舶は、前年に比べて、隻数、総トン数ともに減少した。 

 ・海上出入貨物は、前年に比べて、外貿、内貿ともに減少した。 

 

１．入港船舶 

  入港船舶は、隻数が 17,683隻（対前年比 98.3%  ※以下、「同○○．○％と表記する」）、総トン数は 6,169万総トン

(同 96.4%) で、前年に比べて隻数、総トン数ともに減少した。 

  外航船は、1,784隻(同 95.6%)、4,795万総トン(同 96.2%) で、隻数、総トン数ともに減少した。 

  内航船は、15,899隻(同 98.6%)、1,374万総トン(同 97.0%) で、隻数、総トン数ともに減少した。 

  また、外航コンテナ船は 863隻(同 99.1%)、1,882万総トン(同 97.6%) で、隻数、総トン数ともに減少した。 

  

表１ 入港船舶前年対比表                                                (単位：隻・総トン・％) 

2016年

年  計

隻  数 17,683 17,992 98.3 44,645 1976年(昭・51年)

総ﾄﾝ数 61,688,621 64,013,359 96.4 64,013,359 2016年(平・28年)

隻  数 1,784 1,867 95.6 1,998 2015年(平・27年)

総ﾄﾝ数 47,949,373 49,846,779 96.2 49,846,779 2016年(平・28年)

隻  数 863 871 99.1 883 2014年(平・26年)

総ﾄﾝ数 18,824,627 19,281,050 97.6 19,281,050 2016年(平・28年)

隻  数 15,899 16,125 98.6 43,567 1976年(昭・51年)

総ﾄﾝ数 13,739,248 14,166,580 97.0 14,777,844 1973年(昭・48年)

過去最高記録 過去最高年
年  計

総  計

外航船

内航船

 うち

コンテナ船

2017年
対前年比
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２．海上出入貨物 

海上出入貨物は、外貿、内貿あわせて 5,901万トン(同 96.1%) と前年を下回った。 

外貿貨物は 3,917万トン(同 96.6%)、内貿貨物は 1,984万トン(同 95.1%) と、ともに前年を下回った。 

 

表２ 海上出入貨物前年対比表                                                (単位：トン・％) 

2016年
年 計

59,011,286 61,407,654 96.1 100.0 64,916,882 2007年（平・19年）

計 39,170,680 40,535,614 96.6 66.4 43,527,956 2007年（平・19年）

輸 出 3,805,539 4,233,535 89.9 6.4 5,036,147 2010年（平・22年）

輸 入 35,365,141 36,302,079 97.4 59.9 39,389,731 2012年（平・24年）

 うち 計 ★ 3,721,895 3,328,416 111.8 6.3 3,721,895 2017年（平・29年）

コンテナ 輸 出 1,992,353 1,833,925 108.6 3.4 2,125,591 2013年（平・25年）

貨物 輸 入 ★ 1,729,542 1,494,491 115.7 2.9 1,729,542 2017年（平・29年）

計 19,840,606 20,872,040 95.1 33.6 24,292,127 2002年（平・14年）

移 出 13,764,465 15,374,439 89.5 23.3 19,155,416 2002年（平・14年）

移 入 ★ 6,076,141 5,497,601 110.5 10.3 6,076,141 2017年（平・29年）

2017年
過去最高年

年 計
対前年比 構成比 過去最高記録

内  貿

総  計

外  貿

 
 

 (1) 輸出貨物 

輸出貨物は 381万トン(同 89.9%) と前年を下回った。 

品種別では、上位主要品種のうち、化学薬品（同 108.2%）、自動車部品（同 100.3%）、合成樹脂等（同

105.9%）、ゴム製品（同 117.4%） は前年を上回ったが、石油製品(同 78.5%） は前年を下回った。 

国別では、台湾(同 122.2%)、インドネシア（同 103.5%） は前年を上回ったが、中国(同 86.1%)、韓国（同

86.3%）、シンガポール(同 92.7%) は前年を下回った。 

※「合成樹脂等」は「染料・塗料・合成樹脂・その他化学工業品」のこと。以下も同様。 

 

 (2) 輸入貨物 

輸入貨物は、3,537万トン(同 97.4%) と前年を下回った。 

品種別では、上位主要品種のうち、ＬＮＧ（同 106.4%）、石炭(同 105.6%)、石油製品（同 138.7%)、ＬＰＧ（同

114.6%） は前年を上回ったが、原油(同 83.4%) は前年を下回った。 

国別では、アラブ首長国(同 204.4%)、オーストラリア(同 117.4%)、インドネシア（同 135.4%） は前年を上回っ

たが、サウジアラビア(同 69.5%)、カタール(同 82.6%) は前年を下回った。 
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表３ 外貿貨物品種・国別表                                                      (単位：トン・％) 

貨 物 量 対前年比 構成比 貨 物 量 対前年比 構成比

3,805,539 89.9 100.0 35,365,141 97.4 100.0

1 (1) 化学薬品 1,416,077 108.2 37.2 1 (2) ＬＮＧ 14,155,529 106.4 40.0

2 (2) 石油製品 734,504 78.5 19.3 2 (1) 原油 13,994,319 83.4 39.6

3 (3) 自動車部品 511,401 100.3 13.4 3 (3) 石炭 2,183,512 105.6 6.2

4 (5) 合成樹脂等 349,516 105.9 9.2 4 (4) 石油製品 1,500,170 138.7 4.2

5 (7) ゴム製品 228,989 117.4 6.0 5 (5) ＬＰＧ 890,946 114.6 2.5

貨 物 量 対前年比 構成比 貨 物 量 対前年比 構成比

1 (1) 中国 715,662 86.1 18.8 1 (1) ｻｳｼﾞｱﾗﾋﾞｱ 7,347,915 69.5 20.8

2 (2) 台湾 570,323 122.2 15.0 2 (2) ｶﾀｰﾙ 6,751,105 82.6 19.1

3 (3) 韓国 396,838 86.3 10.4 3 (4) ｱﾗﾌﾞ首長国 5,613,484 204.4 15.9

4 (5) シンガポール 305,279 92.7 8.0 4 (3) ｵｰｽﾄﾗﾘｱ 4,794,999 117.4 13.6

5 (7) インドネシア 245,192 103.5 6.4 5 (5) ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 2,574,243 135.4 7.3

国    名 国    名

輸 出 品 種 輸 入 品 種

総  計 総  計

 

     注：上位 5位までを抜粋。順位の(  )内は、20１6年の順位。 

 

 (3) 移出貨物 

移出貨物は、1,376万トン(同 89.5%) と前年を下回った。 

品種別では、上位主要品種のうち、完成自動車（同 104.2%） は前年を上回り、石油製品（同 83.1%）、重油

（同 93.3%)、石炭（同 85.5%）、セメント（同 90.9%） は前年を下回った。 

 

 (4) 移入貨物 

移入貨物は、608万トン(同 110.5%) と前年を上回った。 

品種別では、上位主要品種のうち、石油製品（同 107.5%）、完成自動車（同 103.0%)、重油（同 135.3%）、  

ＬＰＧ(同 130.0%) は前年を上回り、化学薬品（同 96.4%） は前年を下回った。 

 

表４ 内貿貨物品種別表                                                              (単位：トン・％) 

貨 物 量 対前年比 構成比 貨 物 量 対前年比 構成比

13,764,465 89.5 100.0 6,076,141 110.5 100.0

1 (1) 石油製品 5,715,817 83.1 41.5 1 (1) 石油製品 1,672,878 107.5 27.5

2 (2) 重油 2,714,368 93.3 19.7 2 (2) 化学薬品 1,342,903 96.4 22.1

3 (3) 石炭 1,136,472 85.5 8.3 3 (3) 完成自動車 916,815 103.0 15.1

4 (4) 完成自動車 1,127,380 104.2 8.2 4 (4) 重油 897,822 135.3 14.8

5 (5) セメント 900,140 90.9 6.5 5 (5) ＬＰＧ 378,610 130.0 6.2

移 出 品 種 移 入 品 種

総     計 総     計

 

     注：上位 5位までを抜粋。順位の(  )内は、20１6年の順位。 
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３．コンテナ貨物 

外貿コンテナ貨物は、輸出入全体としては 372 万トン(同 111.8%) と前年を上回った。 

 

輸出は、199万トン(同108.6%) と前年を上回り、上位品種では、化学薬品(同116.8%)、自動車部品（同100.3%）、

合成樹脂等(同 105.9%)、ゴム製品(同 117.4％)、産業機械(同 108.8%) と、上位 5品種は全て増加した。 

なお、上位 3 品種でコンテナ貨物総輸出量の 71.0%を占めている。主要国では、中国(同 123.0%)、インド（同

116.1%）、タイ（同 109.4%）、フィリピン（同 102.1%） は増加した。 

 

輸入は 173 万トン(同 115.7%) と前年を上回り、上位品種では、その他日用品(同 130.2%)、合成樹脂等（同

133.6%）、木製品（同 116.0%）、ゴム製品（同 119.0%）、化学薬品(同 119.1%) と、上位 5品種は全て増加した。 

なお、上位 5 品種でもコンテナ貨物総輸入量の 48.5%を占めるにとどまり、輸入は輸出に比べ多様な品種が 

扱われている。主要国では、中国(同 119.7%)、インドネシア(同 121.2%)、タイ(同 104.5%)、ベトナム（同 122.2%）、フ

ィリピン(同 108.9%) と、上位 5 か国は全て増加した。 

 

表５  外貿コンテナ貨物品種・国別表                                           (単位：トン・％) 

貨 物 量 対前年比 構成比 貨 物 量 対前年比 構成比

1,992,353 108.6 100.0 1,729,542 115.7 100.0

1 (2) 化学薬品 553,834 116.8 27.8 1 (1) その他日用品 189,704 130.2 11.0

2 (1) 自動車部品 511,401 100.3 25.7 2 (4) 合成樹脂等 177,332 133.6 10.3

3 (3) 合成樹脂等 349,516 105.9 17.5 3 (2) 木製品 162,208 116.0 9.4

4 (4) ゴム製品 228,989 117.4 11.5 4 (3) ゴム製品 159,755 119.0 9.2

5 (5) 産業機械 78,472 108.8 3.9 5 (7) 化学薬品 149,247 119.1 8.6

貨 物 量 対前年比 構成比 貨 物 量 対前年比 構成比

1 (2) 中国 257,588 123.0 12.9 1 (1) 中国 455,290 119.7 26.3

2 (1) ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 215,164 95.3 10.8 2 (2) ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 246,873 121.2 14.3

3 (5) インド 158,730 116.1 8.0 3 (3) タイ 200,622 104.5 11.6

4 (6) タイ 149,101 109.4 7.5 5 (5) ﾍﾞﾄﾅﾑ 183,517 122.2 10.6

5 (3) ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 143,691 102.1 7.2 4 (4) ﾌｨﾘﾋﾟﾝ 165,301 108.9 9.6

輸 入 品 種輸 出 品 種

国    名 国    名

総　　計 総　　計

 

     注：上位 5 位までを抜粋。順位の(  )内は、20１6 年の順位。 

 

  内貿コンテナ貨物は、19 万トン(同 70.1％) と前年を下回った。 

移出貨物、移入貨物の上位品種は、ともに合成樹脂等となった。 

 

表６  内貿コンテナ貨物品種別表                                     (単位：トン) 

移 出 品 種 貨 物 量 移 入 品 種 貨 物 量

総　　計 10,460 総　　計 182,479

1　合成樹脂等 3,246 1　合成樹脂等 89,878

2　水産品 1,792 2　自動車部品 86,445

　 その他 5,422 　 その他 6,156
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４．コンテナ個数 

外貿及び内貿コンテナ個数の合計は 241,179TEU (同 105.5%) となった。 

 

表７  外貿及び内貿コンテナ個数表                                         (単位：TEU・％) 

2017年 2016年

年　計 年　計

241,179 105.5 228,648

114,936 105.7 108,779

126,243 105.3 119,869

196,950 109.8 179,419

106,517 108.8 97,886

90,433 110.9 81,533

計 174,946 111.9 156,353

輸出 91,191 108.5 84,033

輸入 83,755 115.8 72,320

計 22,004 95.4 23,066

輸出 15,326 110.6 13,853

輸入 6,678 72.5 9,213

44,229 89.8 49,229

8,419 77.3 10,893

35,810 93.4 38,336

計 9,814 78.5 12,497

移出 544 298.9 182

移入 9,270 75.3 12,315

計 34,415 93.7 36,732

移出 7,875 73.5 10,711

移入 26,540 102.0 26,021

空

実
入

内
貿
コ
ン
テ
ナ
個
数

合　計

移出

移入

実
入

空

対前年比

総　　計

輸入

輸移出

輸移入

外
貿
コ
ン
テ
ナ
個
数

合　計

輸出
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４．コンテナ個数 

外貿及び内貿コンテナ個数の合計は 241,179TEU (同 105.5%) となった。 

 

表７  外貿及び内貿コンテナ個数表                                         (単位：TEU・％) 

2017年 2016年

年 計 年 計

241,179 105.5 228,648

116,331 106.9 108,779

124,848 104.2 119,869

196,950 109.8 179,419

106,517 108.8 97,886

90,433 110.9 81,533

計 174,946 111.9 156,353

輸出 91,191 108.5 84,033

輸入 83,755 115.8 72,320

計 22,004 95.4 23,066

輸出 15,326 110.6 13,853

輸入 6,678 72.5 9,213

44,229 89.8 49,229

9,814 90.1 10,893

34,415 89.8 38,336

計 8,419 67.4 12,497

移出 544 298.9 182

移入 7,875 63.9 12,315

計 35,810 97.5 36,732

移出 9,270 86.5 10,711

移入 26,540 102.0 26,021

対前年比

総  計

輸入

輸移出

輸移入

外
貿
コ
ン
テ
ナ
個
数

合 計

輸出

空

実
入

内
貿
コ
ン
テ
ナ
個
数

合 計

移出

移入

実
入

空

 

 (1) 外貿コンテナ 

外貿コンテナ個数は、196,950TEU(同 109.8%) と前年を上回り、過去最高となった。 

実入りコンテナは、輸出入ともに前年を上回り、空コンテナは、輸出は前年を上回ったが、輸入は前年を下

回った。 

 

表８  外貿コンテナ貨物品種・国別個数表（実・空）                             (単位：TEU・％) 

個 数 対前年比 構成比 個 数 対前年比 構成比

106,517 108.8 100.0 90,433 110.9 100.0

1 （1） 化学薬品 27,565 117.1 25.9 1 (1) 木製品 11,443 115.7 12.7

2 （2） 自動車部品 21,540 100.1 20.2 2 (2) 合成樹脂等 8,567 135.4 9.5

3 （3） 合成樹脂等 16,289 106.0 15.3 3 (4) その他日用品 7,957 129.8 8.8

4 （4） ゴム製品 8,345 117.5 7.8 4 (3) 化学薬品 7,430 119.1 8.2

5 （5） 産業機械 4,447 108.8 4.2 5 (5) 樹脂類 6,637 109.5 7.3

個 数 対前年比 構成比 個 数 対前年比 構成比

1 (1) 中国 15,111   111.6 14.2 1 （1） 中国 25,038  117.7 27.7

2 (2) 韓国 13,252   104.9 12.4 2 (2) フィリピン 12,253  97.9 13.5

3 (3) インドネシア 9,698    94.1 9.1 3 (3) インドネシア 11,946  122.4 13.2

4 (4) 台湾 8,780    112.3 8.2 4 (4) タイ 8,912   106.1 9.9

5 (7) インド 7,452    117.3 7.0 5 （6） ベトナム 8,331   123.8 9.2

輸 出 品 種 輸 入 品 種

総  計 総  計

国  名 国  名

 

     注：上位 5位までを抜粋。順位の(  )内は、20１6年の順位。 

 

 (2) 内貿コンテナ 

国内の２地点間を輸送されるコンテナ(内貿コンテナ)個数は 44,229TEU (同 89.8%) と前年を下回った。 

 

【参考】国内他港中継分（海上及び陸上フィーダー） 

陸送（主にトラック）により国内他港を経由して輸出入される陸上フィーダーコンテナ個数は 12,560TEU（同

87.4%） と減少した。 

なお、海上輸送（内航船）により国内他港を経由して輸出入される海上フィーダーコンテナについては、2017

年に実績はなかった。 

 

【参考】  海上及び陸上フィーダーコンテナ個数表                            (単位：TEU・％) 

2017年 2016年

年 計 年 計

0 全減 3,090

0 ― 0

0 全減 3,090

12,560 87.4 14,376

11,186 96.7 11,567

1,374 48.9 2,809

対前年比

海

上

フ

ィ

ー

ダ

ー

計

出

入
陸

上

フ

ィ

ー

ダ

ー

計

出

入
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２　海上出入貨物主要品種別表(上位10位）
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３　輸出入貨物主要国・主要品種別表(上位10位）
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４　外国貿易国別前年比較表 ５  入港船舶数
(単位：隻・総トン)

年  月

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数

２０１１年

２０１２年

２０１３年

２０１４年

２０１５年

２０１６年

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

２０１７年

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

総 入 港 数
うち　コ ン テ ナ 船

内   航   船外         航         船
（単位：トン・％）

数量 構成比 数量 構成比 前年比 数量 構成比 数量 構成比 前年比
アジア

アラブ首長国
バングラデシュ 13.1倍 全増
バーレーン
中国
中国（ホンコン）
インドネシア
イスラエル
インド
イラク 全減
イラン
ヨルダン 全増
カンボジア
韓国
クウェート
レバノン
スリランカ
ミャンマー
中国（マカオ）
マレーシア
オマーン
フィリピン
パキスタン
カタール
サウジアラビア
シンガポール 28.4倍
タイ
トルコ
台湾
ベトナム
【小　計】

太洋州
オーストラリア
ニュージーランド
【小　計】

アフリカ
コートジボワール
アルジェリア 全増
エジプト 全増
ガーナ
ケニア
リビア 全減
モロッコ
マダガスカル
ナイジェリア 全減 全減
シエラレオナ 全減
トーゴ
チュニジア 全増
南アフリカ
【小　計】

ヨーロッパ
ベルギー
チェコ 全増
ドイツ
デンマーク 全増 全減
スペイン
フィンランド
フランス
イギリス
ギリシャ
ハンガリー 全増
アイルランド 17.6倍
アイスランド 全増
イタリア
リトアニア 全増
ラトビア 全増
オランダ
ノルウェー 全増
ポーランド
ポルトガル
ルーマニア 全増
ロシア
スウェーデン
スロベニア
ウクライナ 全増 全減
【小　計】

アメリカ
蘭領アンティル 全増
アルゼンチン
バルバドス
ブラジル
カナダ 10.1倍
チリ 173.4倍 全増
コロンビア
ドミニカ共和国
メキシコ
ニカラグア 全減
パナマ 全減
ペルー
プエルトリコ 全増
パラグアイ
トリニダード・トバゴ 全増
アメリカ
ベネズエラ
【小　計】

諸国
【小　計】
合計

2016年

注）前年比：千％以上は「倍」で表示、千倍以上は「****」で表示

４　外国貿易国別前年比較表

地域名・国名
輸　　　出 輸　　　入

2017年 2016年 2017年
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５  入港船舶数
(単位：隻・総トン)

年  月

隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数 隻数 総トン数

２０１１年

２０１２年

２０１３年

２０１４年

２０１５年

２０１６年

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

２０１７年

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

総 入 港 数
うち　コ ン テ ナ 船

内   航   船外         航         船

５　入港船舶数
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６　入港船舶用途別・トン数階級別表
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注：上段－２０１７年   中段－２０１６年   下段－対前年比　％　カーフェリーはありません

７　取扱貨物量月別前年比較表

１月 2月 3月 4月 5月 6月 半期計

※：上段-2017年　中段-2016年　下段-対前年比　％　カーフェリーはありません

内
　
国
　
貿
　
易

合　計

移　出

移　入

フ
ル
コ
ン

そ
の
他

輸
出

輸
入

外

国

貿

易

セ
ミ
コ
ン

輸
出

輸
入

輸
出

輸
入

総　　数

合　計

輸　出

輸　入

コ
ン
テ
ナ
貨
物

合
計

輸
出

輸
入

７　取扱貨物量月別前年比較表
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（単位：トン・％）

7月 8月 9月 10月 11月 12月 年間計

内
　
国
　
貿
　
易

合　　計

移　　出

移　　入

セ
ミ
コ
ン

輸
出

輸
入

そ
の
他

輸
出

輸
入

コ
ン
テ
ナ
貨
物

合
計

輸
出

輸
入

フ
ル
コ
ン

輸
出

輸
入

総　　数

外

国

貿

易

合　　計

輸　　出

輸　　入
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８　輸出貨物品種別月別表

注）前年比：千％以上は「倍」で表示、千倍以上は「****」で表示
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９　輸入貨物品種別月別表

注）前年比：千％以上は「倍」で表示、千倍以上は「****」で表示
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10　移出貨物品種別月別表

注）前年比：千％以上は「倍」で表示、千倍以上は「****」で表示
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11　移入貨物品種別月別表

注）前年比：千％以上は「倍」で表示、千倍以上は「****」で表示
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12　コンテナ輸出貨物品種別月別表

注）前年比：千％以上は「倍」で表示、千倍以上は「****」で表示
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13　コンテナ輸入貨物品種別月別表

注）前年比：千％以上は「倍」で表示、千倍以上は「****」で表示
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14　施設別入港船舶及び取扱貨物表

注：転描は、重複計上した。霞ヶ浦地区霞ヶ浦南埠頭26・27号岸壁及び霞ヶ浦北埠頭80号岸壁は、公共に計上した。

14　施設別入港船舶及び取扱貨物表
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注：転描は、重複計上した。霞ヶ浦地区霞ヶ浦南埠頭26・27号岸壁及び霞ヶ浦北埠頭80号岸壁は、公共に計上した。
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15　コンテナ船･コンテナ貨物･個数　月別表（外航分）

16　コンテナ船･コンテナ貨物･個数　航路別表（外航分）
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17　コンテナフィーダー貨物品種別表
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18　コンテナフィーダー貨物航路別表
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19　品種別輸出入貿易額前年対比表

輸出 (単位：千円、％) 輸入 (単位：千円、％)

平成29年 平成28年 前年比 平成29年 平成28年 前年比

総　　　　　　　額 総　　　　　　　額

１．食料品 １．食料品

２．原料品 肉類及び同調製品

生ゴム 魚介類及び同調製品

金属鉱及びくず （魚介類[生鮮・冷凍]）

（鉄鋼のくず） 小麦及びメスリン

３．鉱物性燃料 とうもろこし

石油製品 果実

（揮発油） 野菜

（軽油） ２．原料品

（潤滑油及びグリス） その他の採油用種子

４．化学製品 （菜種）

有機化合物 （ごま）

無機化合物 生ゴム

鉱物性タール及び粗製薬品 （天然ゴム）

染料・なめし剤及び着色剤 織物用繊維及びくず

精油・香料及び化粧品類 （羊毛）

プラスチック （綿花）

（塩化ビニール樹脂） 粗鉱物

その他の化学製品 非鉄金属鉱

５．原料別製品 （チタン鉱）

ゴム製品 ３．鉱物性燃料

（ゴム加工材料） 石炭

（ゴムタイヤ及びチューブ） 原油及び粗油

織物用糸及び繊維製品 石油製品

非金属鉱物製品 （揮発油）

（ガラス及び同製品） （石油コークス）

金属製品 石油ガス類

（くぎ･ねじ･ﾎﾞﾙﾄ及びﾅｯﾄ類） （液化石油ガス）

６．一般機械 （液化天然ガス）

原動機 ４．化学製品

農業用機械 有機化合物

事務用機器 無機化合物

金属加工機械 プラスチック

加熱用・冷却用機器 ５．原料別製品

ポンプ及び遠心分離機 ゴム製品

荷役機械 木製建具及び建築用木工品

ベアリング及び同部分品 織物用糸及び繊維製品

７．電気機器 非金属鉱物製品

重電機器 （ガラス及び同製品）

電気回路等の機器 鉄鋼

絶縁電線及び絶縁ケーブル 非鉄金属

映像機器 （ニッケル及び同合金） － － －

音響機器 金属製品

音響・映像機器の部分品 ６．一般機械

電球類 建設用・鉱山用機械 － 全減

半導体等電子部品 ７．電気機器

（個別半導体） 重電機器

（ＩＣ） 電気回路等の機器

自動車用等の電気機器 絶縁電線及び絶縁ケーブル

電気計測機器 音響・映像機器（含部品）

８．輸送用機器 家庭用電気機器

自動車 半導体等電子部品

（乗用車） ８．輸送用機器

自動車の部分品 自動車の部分品

二輪自動車類 自転車

９．その他 ９．その他

科学光学機器 家具

写真用・映画用材料 衣類及び同付属品

※本表は名古屋税関（四日市支署）及び財務省貿易統計ＨＰ掲載の資料をもとに編集加工したものです。

※平成28年の数値は確定値、平成29年の数値は全て速報値です。

品 　　 名
金　額

品 　　 名
金　額

19　品種別輸出入貿易額前年対比表
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20　五大港及び中部管内主要港 輸出入貿易額比較表

輸出入合計額 （単位：百万円、％）

平成29年 前年比 全国比 順位 平成28年 前年比 全国比 順位 平成27年 前年比 全国比 順位

　全　　国
五大港
順位

五大港
順位

五大港
順位

東　　京

横　　浜

名 古 屋

大　　阪

神　　戸

五大港計 － － －

  中部管内 平成29年 前年比 全国比
管内
順位 平成28年 前年比 全国比

管内
順位 平成27年 前年比 全国比

管内
順位

三　　河

衣　　浦

清　　水

田子の浦

御 前 崎

四 日 市

津

中部七港計 － － －

輸出額

平成29年 前年比 全国比 順位 平成28年 前年比 全国比 順位 平成27年 前年比 全国比 順位

　全　　国
五大港
順位

五大港
順位

五大港
順位

東　　京

横　　浜

名 古 屋

大　　阪

神　　戸

五大港計 － － －

  中部管内 平成29年 前年比 全国比
管内
順位 平成28年 前年比 全国比

管内
順位 平成27年 前年比 全国比

管内
順位

三　　河

衣　　浦

清　　水

田子の浦

御 前 崎

四 日 市

津

中部七港計 － － －

輸入額

平成29年 前年比 全国比 順位 平成28年 前年比 全国比 順位 平成27年 前年比 全国比 順位

　全　　国
五大港
順位

五大港
順位

五大港
順位

東　　京

横　　浜

名 古 屋

大　　阪

神　　戸

五大港計 － － －

  中部管内 平成29年 前年比 全国比
管内
順位 平成28年 前年比 全国比

管内
順位 平成27年 前年比 全国比

管内
順位

三　　河

衣　　浦

清　　水

田子の浦

御 前 崎

四 日 市

津

中部七港計 － － －

※本表は名古屋税関ＨＰ掲載の資料をもとに編集加工したものです。

※平成28年以前の数値は確定値、平成29年の数値は全て速報値です。

区　分

区　分

区　分

 20　五大港及び中部管内主要港 輸出入貿易額比較
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